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   令和２年度定期監査の結果に基づく措置について（通知） 

 

 令和２年度定期監査の結果に基づき講じた措置について、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第１９９条第１４項の規定に基づき、別紙のとおり通知します。 

 



項目 監査結果 措置内容 担当局部課等名

貸地料の徴収
事務における
誤り

　普通財産に係る貸地料の徴収事務において、事業用借地
権設定契約公正証書では、賃料は市の発行する納入通知書
により、毎月末日までに翌月分の賃料を支払うと規定され
ているが、毎月末日までに当月分の賃料を支払うとする納
入通知書が交付されていたので、公正証書の定めによる適
正な事務処理を行われたい。

　指摘後、公正証書の定めに従い、適切に納期限を定めて
います。
　毎年公正証書を確認しながら納入通知書を作成し、班内
で誤りがないよう、調定書起案後は複数人で確認し、再発
防止に取り組んでいます。

財政局
財政部
管財課

行政財産の目
的外使用許可
に関する事務
の誤り

　行政財産の目的外使用許可に係る使用料（土地・建物使
用料）の徴収事務において、和歌山市公有財産規則第２５
条の２では、納付すべき期限までの期間は、使用許可をす
る日から１月を超えてはならないと規定されているが、許
可の際に調定が行われておらず納入通知が遅れたことによ
り、収納までに期間を要しているものが見受けられたの
で、今後このようなことがないよう同規則を遵守された
い。

　指摘後、行政財産の目的外使用許可に係る使用料につい
ては、許可の際に調定を行い、和歌山市公有財産規則に則
し期間内に収納しています。
　また、同じ誤りが発生しないよう、センター内で再度事
務処理の方法を共有し、再発防止に取り組んでいます。

健康局
健康推進部
生活保健課
（動物愛護管理
センター）

行政財産の目
的外使用許可
に関する事務
の誤り

　行政財産の目的外使用許可に係る使用料（土地・建物使
用料）の徴収事務において、行政財産の使用許可に関する
使用料条例第２条による算定を誤り、使用料の徴収漏れが
見受けられたので、差額分を徴収するとともに、同条例を
遵守されたい。

　指摘後、行政財産の使用許可に関する使用料条例に基づ
き使用料を再算定し、差額を徴収しました。
　なお、行政財産の目的外使用許可を行う際は、その都度
同条例を確認した上で使用料を算出するよう徹底していま
す。

健康局
健康推進部
地域保健課
（西保健セン
ター）

定期監査結果に基づく措置内容

（監査実施年度：令和２年度）



項目 監査結果 措置内容 担当局部課等名

定期監査結果に基づく措置内容

（監査実施年度：令和２年度）

都市公園の使
用の許可及び
現金の収納に
関する事務の
誤り

　都市公園内行為許可に係る使用料（臨時土地使用料）の
徴収事務において、和歌山市都市公園条例第１０条第１項
では、都市公園の使用の許可に係る使用料にあっては当該
都市公園の使用の許可をする際に徴収すると規定されてい
るが、収納までに期間を要しており、また、和歌山市財務
規則第８９条第３項では、出納員が直接収納した収納金
は、即日又は翌日納付書により指定機関等に払い込まなけ
ればならないと規定されているが、払い込むまでに期間を
要しているものが見受けられたので、今後このようなこと
がないよう同条例等を遵守されたい。

　指摘後、許可と同時に使用料を徴収することを徹底して
おり、和歌山市財務規則第８９条第３項に基づき、出納員
が直接収納した現金は、即日又は翌日納付書により指定金
融機関に払い込んでいます。
　所属内で現金の収納事務について再確認し、再発防止に
取り組んでいます。

産業交流局
観光国際部
和歌山城整備企
画課

都市公園の使
用の許可に関
する事務の誤
り

　公園施設管理許可に係る使用料（土地・建物使用料）の
徴収事務において、決裁行為は行っているが、申請者に対
し和歌山市都市公園条例施行規則第２条第２項に定める許
可書を交付しておらず、また、和歌山市都市公園条例第１
０条第１項では、都市公園の使用の許可に係る使用料に
あっては当該都市公園の使用の許可をする際に徴収すると
規定されているが、許可の際に調定が行われておらず、未
だ収納できていないものが見受けられたので、早急に許可
書の交付を行うとともに使用料を徴収し、今後このような
ことがないよう同条例等を遵守されたい。

　指摘後、和歌山市都市公園条例等に基づき許可書を交付
し、使用料を徴収しました。
　許可書の交付及び使用料の徴収業務について、法令等に
定められた期限等を遵守し、適正に執行するよう課内での
周知を再徹底しています。
　各業務における主務者、補助者等の複数の者で確認する
ことを徹底し、見落としがないよう事務をすすめること
で、再発防止に取り組んでいます。

産業交流局
農林水産部
農林水産課
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